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多摩科技オンライン教員研修「探究活動用テキストの作り方を考える会」開催案内 
 

 師走の候、貴職におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃から本校における

教育活動に格別のご厚情を賜り、心からお礼申し上げます。 

 さて、本校では、ＳＳＨ事業の一環として「多摩科技オンライン教員研修」を開催してきました。今回は

「探究活動用テキストの作り方を考える会」という題目で実施します。 

 第１部では、「探究活動用テキスト」をつくっている団体の方（著者など）に、それぞれのお立場から、

書籍の特徴やつくっているときにこだわった点などについて語ってもらいます。 

 第２部では、本校の実践を紹介いたします。その後、講師も交えて参加者全員でのフリーディカッション

を行いたいと考えています。今後の活動の参考にしていただけると幸いです。 

 貴校の先生方のご参加をお待ちしております。この案内は本校のＨＰにもあります。 

 

記 

 

１ 日 時：令和５年３月 18 日（土）13 時 30 分～16 時（予定） 

２ 会 場：Zoom 内のミーティングルーム（途中出入り自由） 

       ※コロナの状況によっては内容の変更の可能性もあります。 

３ 対 象：全国の高等学校の教員 

４ 時 程：13時 00 分から入室可能です。講師や講演の順番などは変更になる可能性もあります。 

      13 時 30 分 開会の辞 

      13 時 35 分 ミニ講演Ａ「理科課題研究ガイドブック」千葉県立木更津高校 小泉治彦 先生 

      14 時 00 分 ミニ講演Ｂ「課題研究メソッド」啓林館 廣田千佳 様 

      14 時 25 分 ミニ講演Ｃ「NOLTY スコラ探究プログラム」NOLTY プランナーズ 田高達之 様 

      14 時 50 分 休憩 

      15 時 00 分 視聴参加全員でのフリーディスカッション 

             ※本校の実践（仮説を立てて検証する体験を化学実験で…英語版）の紹介 

      16 時 00 分 閉会の辞 

５ 申 込：下記の申し込み先に以下の各項目の情報をメール本文に書いて送ってください。 

       ①学校名、参加教員の氏名と教科（科目）、ＳＳＨ校の場合はＳＳＨ事業でのお立場 

       ②講師の先生方に質問したいことがあればお書きください。 

６ 〆 切：３月 10 日（金）13時まで。 

 

以上 

 

申し込み先（問い合わせ先） 

東京都立多摩科学技術高等学校・科学教育研究部主任田中義靖 

Yoshiyasu_Tanaka@member.metro.tokyo.jp 


